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「
そ
れ
で
は
、
ま
ず
、
あ
な
た
が
、
本
校
を
志
望
し
た

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」 

  

「
は
い
。
私
は
高
校
で
は
文
武
両
道
を
目
指
し
、
学
習

に
も
部
活
動
に
も
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
御
校
で
は
、
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
が
活

発
と
伺
い
、
充
実
し
た
高
校
生
活
が
送
れ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
私
は
御
校
の 

 
 

」 
 

  

現
在
、
雪
谷
中
学
校
で
は
、
受
験
に
向
け
て
三
年
生
の

面
接
練
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

私
は
、
例
年
、
こ
の
面
接
練
習
を
大
変
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
雪
中
生
の
良
い
面
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
か
ら

で
す
。 

雪
谷
中
学
校
の
生
徒
は
、
毎
年
、
と
て
も
真
剣
に
面
接

練
習
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
す
。
入
退
室
の
礼
法
や
、
座

る
姿
勢
、
言
葉
遣
い
な
ど
、
本
当
に
礼
儀
正
し
く
爽
や
か

で
す
。 

      

面
接
練
習
を
し
て
い
る
と
、「
礼
法
」「
マ
ナ
ー
」
と
い

う
も
の
は
、「
相
手
を
心
地
よ
く
し
て
く
れ
る
」
と
い
う

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
相
手
を
大
切
に
し
、
気
持
ち

よ
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
「
思
い
や
り
」
が
形
に
な

っ
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
将
来
、
必
ず
、
生
徒
の
皆
さ
ん

の
力
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

進
路
の
決
定
に
向
け
て
、
三
年
生
は
今
、
様
々
な
努
力

を
続
け
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
大
変
な
時
期
で
す
が
、

お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
乗
り
越
え
て
行
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

  

さ
て
、
現
在
、
雪
谷
中
学
校
で
は
、
も
う
一
つ
の
大
き

な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
雪
谷
中
学
校
は
、
今
年
度

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
「
雪
中
祭
り
」
の
準
備

が
佳
境
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

「
雪
中
祭
り
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
以

下
Ｃ
Ｓ
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
学
校
協
働
本
部
の

方
々
か
ら
「
Ｃ
Ｓ
で
生
徒
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
い
」「
大
人
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
か

意
見
を
聞
き
た
い
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

生
徒
の
代
表
と
し
て
生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん
に
企
画

会
議
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
現
在
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

手
を
挙
げ
て
く
れ
た
約
七
十
名
の
生
徒
た
ち
が
各
企
画

ブ
ー
ス
ご
と
に
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。 

 

現
代
は
「V

U
C

A

時
代
を
生
き
抜
く
力
」（
先
行
き
が

不
透
明
で
将
来
の
予
測
が
困
難
な
状
況
を
生
き
抜
く
た

め
の
、
情
報
収
集
能
力
、
思
考
力
、
行
動
力
）
が
必
要
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。（V

U
C

A

と
はV

o
la

ttility

変
動
性
、

U
n

ce
rta

in
ty

不
確
実
性
、C

o
m

p
le

x
ity

複
雑
性
、

A
m

b
ig

u
ity

曖
昧
性
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。） 

前
例
が
な
く
、
は
っ
き
り
と
し
た
予
測
が
で
き
な
い
中
、

粘
り
強
く
企
画
会
議
を
繰
り
返
し
て
く
れ
た
生
徒
会
役

員
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

ま
た
、
自
分
た
ち
で
ど
ん
ど
ん
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
、

生
き
生
き
と
準
備
を
進
め
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
生
徒

の
皆
さ
ん
の
姿
に
も
感
心
し
ま
す
。 

主
体
的
に
活
動
す
る
雪
中
生
の
姿
は
、
こ
れ
ま
で
先
輩

た
ち
が
、
生
徒
会
活
動
や
学
校
行
事
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
た
歴
史
が
結
晶
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。 

 

「
雪
中
祭
り
」
は
学
校
行
事
で
は
な
い
の
で
、
参
加
で

き
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
学
校
生
活
で
積
み
上

げ
て
き
た
「
見
え
な
い
力
」
は
、
す
べ
て
の
雪
中
生
の
中

に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
く
際
、
大
き
な
力
に
な
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

挑
戦
で
き
る
雪
谷
中
学
校
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

雪
中
だ
よ
り 

令
和
五
年 

十
二
月
一
日 

発
行 

大
田
区
立
雪
谷
中
学
校 

校 

長 
 

柳 
 

歓 

子 



  

                          

                            

       

   

◎令和５年 12 月・令和６年１月の予定（行事予定は変更になる場合があります） 

月 日 曜 行 事 月 日 曜 行 事 

12 

１ 金 三者面談始 

１ 

１ 月  

２ 土 雪中祭り（ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ行事） ２ 火  

３ 日  ３ 水 閉庁日 

４ 月  ４ 木  

５ 火  ５ 金 冬季休業日終 

６ 水 校内研究会 ６ 土  

７ 木  ７ 日  

８ 金 三者面談終 ８ 月 成人の日 

９ 土 土曜補習教室⑤ ９ 火 始業式 職員会議 

10 日  10 水 避難訓練 

11 月 安全指導 11 木  

12 火 避難訓練（火災） 12 金  

13 水 職員会議 13 土 ものづくり教育学習フォーラム 英検 

14 木 学校運営協議会 14 日  

15 金  15 月 生徒会朝礼 

16 土  16 火  

17 日 中学校スピーキングテスト予備日(3) 17 水 小中一貫教育の日 

18 月 生徒会朝礼 18 木  

19 火  19 金  

20 水 学年会 20 土 道徳授業地区公開講座 

21 木  21 日  

22 金 大掃除 22 月 私立推薦入試 

23 土  23 火  

24 日  24 水 職員会議 

25 月 終業式 生徒意見交流会 25 木  

26 火 冬季休業日始 26 金 都立推薦入試 

27 水  27 土  

28 木 閉庁日 28 日  

29 金  29 月 区内中学校研究発表会⑤⑥カット 

30 土  30 火 オーケストラ鑑賞教室(2) 

31 日  31 水 大田区技術・家庭科展始 

 

〇『読みたい気持ちに 火をつけろ。By 雪谷中学２年生』 

令和６年１月１９日（金）～２７日（土）大田区立久が原図書館 ２階多目的室 

大田区立久が原図書館２階多目的室で、雪谷中学校２年生が夏休みの宿題で 

作った「お勧め本」のポップが展示されます。工夫を凝らしたポップで、本の 

魅力を熱く語ってくれました。お時間がある方はぜひご覧ください。 


